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おおたこうれん
No.396　令和 5 年5月31日

おおたこうれん

※実施月についてはあくまで予定であり、変更となる可能性があります。

令和５年度の主な事業予定

令 和 ５ 年 度 大 田 区 「 優 工 場 」 を 募 集 し ま す ！

応募資格 大田区内で生産・加工現場を有した常時稼働している工場（工場認可が必要）
 ※工場及び労働環境などの状態が法令等に抵触する場合は対象とならないことがあります。

募集期間 令和5年6月１日（木）～7月31日（月）17時必着
 ※申し込みを希望される場合には、事前に下記担当までご連絡ください。

実地調査 令和5年9月6日（水）～9月8日（金）いずれか１日（90分程度）
最終確認 令和5年9月25日（月）、10月2日（月）いずれか１日（30分程度）
審　　査 実地調査を踏まえ、10月の審査会にて決定致します。
認定期間 5年間（令和元年度以降認定を受けた工場は今年度お申込みいただけません。）
表 彰 式  令和6年2月8日（木）（予定）※Meet New Solution in OTA内で開催
特　　典　　　1）協会Webサイトでの紹介　　認定工場の概要を掲載し、PRビデオを撮影・配信する等、インターネットを利用したPRを行います。
 2）パンフレットの作成　　認定工場のパンフレットを作成し、国内外からの視察や各種窓口・催事で告知します。 　
 3）贈呈品　　・「優工場」プレート 　・「優工場」認定証　・認定工場一覧のパンフレット　・企業紹介パネル　・企業PR動画　等
 4）大田区中小企業融資あっせん制度の優遇　　「チャレンジ企業応援資金」における中小企業診断士による経営診断が免除されます。※優工場認定期間中に限ります。

お問合せ  （公財）大田区産業振興協会　プロモーションセクション TEL：03-3733-6476　FAX03-3733-6459

人に優しい、まちに優しい、技術・経営に優れた工場を「優工場」に認定し、さらに優秀な工場を表彰することによって、
 大田区の工業に従事する人のやりがい、生きがいを引き出すとともに大田区工業の振興を図ることを目的とします。 
貴工場の優秀性を内外にアピールするチャンスとして「優工場」にぜひご応募ください。

実施月 事業名 担当会 備考

4月 第 57 回定時総会 大田工連青年部

7 月 委員引継研修会 蒲田工業
経営研究会 1泊 2日を予定

8 月頃 納涼会 工和成年会

9 ～
10 月 工場見学会 大森工場協会

ＹＭクラブ 島根県を予定

10 ～
11 月 講演会 蒲田工業協同組合

木鶏会

11 月 OTA ふれあいフェスタ 大田工連青年部 各会青年部で
出展予定

12 月 忘年会 工和成年会

2 月 おおた工業フェア等展示会 大田工連青年部 共同出展を予定

3 月 THE PARTY 2024 青年部有志

4 月 第 58 回定時総会 大田工連青年部

　
大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
青
年
部
）
は
４
月
19
日
、
第
57
回

定
時
総
会
を
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ

で
開
催
し
た
。
広
瀬
安
宏
大
田
工
業
連
合
会

会
長
、
松
原
忠
義
大
田
区
長
（
当
時
）
な

ど
来
賓
を
含
む
27
名
が
参
加
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、
委
員
長
で
あ
る
蒲
田
工

業
経
営
研
究
会
会
長
の
福
元
雅
治
氏
（
川

内
商
工
社
長
）
は
「
令
和
４
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
各
種
行
事

が
中
止
と
な
り
、
何
も
で
き
な
い
１
年
だ
っ

た
」
と
総
括
。「
５
月
８
日
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
症
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
、
現

在
の
２
類
相
当
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
５
類
に
引
き
下
が
る
。
色
々
な
行
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
」

と
希
望
を
語
っ
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
報
告
、
令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
と
採
決

が
行
わ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
根

深
く
、
前
委
員
か
ら
新
委
員
へ
の
引
継
研

修
会
を
は
じ
め
、納
涼
会
、マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
、
工
場
見
学
会
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
へ
の
出
展
な

ど
が
中
止
と
な
っ
た
。
町
工
場
バ
ン
ド
に
よ

る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｙ
も
会
場
で
あ
る
Ｐ
ｉ
Ｏ
大
展
示
ホ
ー

ル
が
改
修
の
た
め
開
催
は
見
送
ら
れ
た
。

　
一
方
で
、
10
月
14
日
の
講
演
会
は
リ
ア
ル

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
開
催
。
11
月

16
日
に
は
忘
年
会
も
開
き
、
参
加
者
は
久
方

ぶ
り
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
３
日
か
け
て
は
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
に
共
同
出
展
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
令
和
４
年
度
に
中
止
と

な
っ
た
多
く
の
行
事
を
復
活
し
、
コ
ロ
ナ

前
の
活
動
を
取
り
戻
す
方
針
だ
。（
詳
細
は

別
表
参
照
）。
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
報
告
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
は
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

　
最
後
の
来
賓
挨
拶
で
、
当
会
の
広
瀬
安

宏
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
に
よ
る
材
料
不
足
に
苦
し
ん
だ
１
年

だ
っ
た
。
新
年
度
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
皆
と

顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。
青
年

部
に
は
頑
張
っ
て
活
動
し
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。
退
任
を
発
表
し
て
い
た
松
原
忠

義
区
長
は「
大
田
区
に
は
羽
田
空
港
も
あ
り
、

海
も
あ
り
、
新
空
港
線
も
で
き
る
。
陸・海・

空
が
揃
っ
て
お
り
無
限
の
可
能
性
が
あ
る

区
だ
。
４
期
16
年
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
」

と
挨
拶
し
た
。

第 57回青年部定時総会

大
田
工
連
青
年
部
定
時
総
会
開
催
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＊順不同

大 田 工 業 連 合 会
加 盟 9 団 体 の
パ ン フ レ ット が
で き ま し た ！！
新会員の募集にお役立て下さい
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大
田
工
業
連
合
会
の
会
員
企
業
約

30
社
に
対
す
る
２
０
２
２
年
度
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
は
、
約
６・７
万
件
の
不

正
ア
ク
セ
ス
と
、
２
１
５
件
の
メ
ー
ル

添
付
ウ
イ
ル
ス
で
し
た
。
６・７
万
件

の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
96
％

が
リ
モ
ー
ト
接
続
機
器
へ
の
不
正
侵

入
で
し
た
。
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
２
１
５
件
に
つ
い
て
は
、

72
％
が
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
な

ど
の
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
フ
ァ
イ
ル
の
形

式
で
送
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
検
知

し
た
各
社
に
つ
い
て
は
、
既
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
導
入
し
て
お
り
、
実
際

の
被
害
は
防
い
で
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
他
の
会
員
企
業
に
お
い
て
も
同
様

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
着
弾
し
て
い
る

恐
れ
が
あ
り
、
特
に
リ
モ
ー
ト
接
続
の

環
境
が
あ
る
企
業
や
、
メ
ー
ル
を
業
務

で
利
用
す
る
機
会
が
多
い
企
業
に
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。
コ
ス

ト
の
関
係
で
す
ぐ
に
対
策
を
行
う
こ

と
が
難
し
い
場
合
で
も
、「
身
に
覚
え

の
な
い
差
出
人
の
メ
ー
ル
に
Ｏ
ｆ
ｆ

ｉ
ｃ
ｅ
フ
ァ
イ
ル
が
つ
い
て
い
た
ら

注
意
！
」
と
従
業
員
に
周
知
い
た
だ
く

だ
け
で
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
２
０
２
３
年

に
入
っ
て
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昨
年
の
１
〜
３
月
期
と

比
べ
る
と
３
倍
以
上
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
化

の
進
展
と
共
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
今

年
度
も
全
体
と
し
て
は
増
加
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
増
加
が
予
想
さ
れ
る
攻
撃

の
手
口
は
、
①
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
金

銭
を
脅
迫
す
る
「
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
」、

②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
弱
く
、
攻
撃

者
に
と
っ
て
攻
撃
に
か
か
る
コ
ス
ト

が
低
い
中
小
企
業
を
狙
う
「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
攻
撃
」
の
2
種
類
で
す
。

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
は
、
会
社
内
の

電
子
デ
ー
タ
を
破
壊
し
て
し
ま
う
た

め
、
業
務
が
停
止
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
事
業
遂
行
上
、
重
要
な
フ
ァ
イ
ル

に
つ
い
て
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
り
、

普
段
P
Ｃ
に
接
続
し
な
い
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
等
に
退
避
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
攻
撃
は
、
中
小
企

業
を
攻
撃
す
る
こ
と

で
、
取
引
先
で
あ
る

大
企
業
に
も
感
染
を

拡
大
す
る
攻
撃
で
あ

り
、
昨
年
も
ト
ヨ
タ

自
動
車
や
、
大
阪
急

性
期
・
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
で
の
甚
大
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故

に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
万
が
一
、
皆
様

の
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
、
大
企
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
止

め
て
し
ま
っ
た
り
、

地
域
の
中
核
病
院
の

診
療
を
止
め
て
し

ま
っ
た
り
し
た
ら
と

想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
社
会
的
な
信

用
失
墜
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
取
引
停
止
や
損
害
賠
償
ま
で

含
め
事
業
継
続
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
業
務
遂
行
上

の
リ
ス
ク
で
は
な
く
、
事
業
継
続
を
脅

か
す
「
事
業
リ
ス
ク
」
で
あ
る
こ
と
を

ご
認
識
い
た
だ
き
、
リ
ス
ク
の
大
き
さ

に
あ
っ
た
適
切
な
対
策
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
今
年
度
も
当
会
は
皆
様
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
を
推
進
い
た

し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈〈〈〈 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ラ
ム 

〉〉〉〉

２
０
２
２
年
度
６
・
7
万
件
の

不
正
ア
ク
セ
ス
、ウ
イ
ル
ス
感
染
は
ゼ
ロでのウイルス検知数 での不正通信遮断数

Ｐ
Ｃ
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
数

Ｎ
W
で
の
不
正
通
信
遮
断
数

※期間内の でのウイルス感染なし

年度サイバー攻撃件数の推移

2022年度サイバー攻撃件数の推移

2月1月 4月3月 6月5月 8月7月 10月9月 12月11月 2月1月 3月
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4,000

2,000
0

10,000

※期間内のPCでのウイルス感染なし

大田区より

【対象者】

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性のうち、
抗体検査をまだ受けていない方

※公的接種を受ける機会がなく、抗体保有率が他の世代に比べて低くなっています。

区から令和５年５月初旬、対象の方（令和５年４月１日時点で区内在住）に、風しんの抗体検査・予防接種を無料で受けることができる
クーポン券を一斉発送しました。実施医療機関だけでなく、職場での事業所健診の機会に受けることができる場合があります。詳細は勤
務先の健診担当にお問い合わせください。

【事業所のご担当者様へ】
対象の方が風しんの抗体検査を受けることができるよう、ご協力をお願いします。

◆事業所健診で風しん抗体検査を実施できるよう健診委託先との調整をお願いします
　定期健診等においてクーポン券を利用して抗体検査を実施できるか、健診委託先の医療機関にご確認いただき、実施できる場合は、今後健診の
　委託内容に風しん抗体検査を含めて実施いただくようお願いします。

◆対象者へクーポン券を利用するよう呼びかけにご協力ください
　職場の健診や、医療機関受診時などに、クーポン券を持参して風しんの抗体検査を受けるよう、対象者への普及啓発にご協力ください。

風しん抗体検査・予防接種を無料で受けられます！

詳細情報は大田区ホームページでご確認ください。
右記ＱＲコードからアクセスできます。

問合先  ：  大田区保健所感染症対策課
電　話  ：  03-5744-1263
F  A  X   ：  03-5744-1524
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1.12%
（2023年5月1日現在）

今年は春の訪れが早く、桜前線
もあっという間に駆け抜けました
が、新入社員セミナーに参加した
皆さんの顔は活き活きと明るく、
再び春が訪れたようで嬉しくなり
ました。ぜひとも大田区の企業に
入社した同期として繋がって欲し
いと願っています。
さて、当会も含め、各正会員団体

の総会が懇親会付で行われるように
なりました。初めてマスクなしの顔
でお会いする方もいらっしゃると思
います。会員同士で大いに親交を深
めて頂ければ幸いです。
また、この時期から始まる子ど

も達のものづくり体験イベントの
申し込みも盛んになってきまし
た。コロナウイルスが５類に移行
したことで、なるべく多くの子ど
も達が参加できるよう、プログ
ラムの工夫をしています。当会
は、この子ども達の中から、将来、
新入社員セミナーに参加する社
会人が輩出されることを期待し
ています。
会員企業の皆さまへは子ども達

の工場見学のご相談をさせて頂く
こともございます。今年度もどう
ぞよろしくお願いします。

第16回事務
局から

　大田工業連合会は5月10日から
12日の3日間、大田区産業プラザ
PｉＯで「2023年度新入社員セミ
ナー」を開催した。目的は社会人と
学生の違いを理解し、社会人に必要
なビジネスマナーを体得すること。
ものづくりにたずさわるビジネス
パーソンとしての「自覚と誇り」を
醸成することだ。㈱極東精機製作
所、㈱酒井製作所、㈱三栄精機工
業、㈱三陽機械製作所、㈱GWC、
㈱昭和製作所、シンレキ工業㈱、㈱
タムラエジア、千蔵工業㈱、日本
ヒーター㈱、㈱マサオプレス、㈱渡
辺精機の12社から24名の新入社員
が参加した。初日の様子をリポートする。
 
　セミナーの冒頭、当会の広瀬安宏会長は「皆
さんはこれから楽しくも辛い社会人生活が始ま
ります。現場職の方はぜひ、真面目に嘘をつか
ずに製品に立ち向かってください。事務職はそ
れをサポートし、営業職は大田区のモノづくり
の素晴らしさを理解し売ってください。みんな
で大田区を盛り上げていきましょう」と挨拶。
大田区産業経済部の古川雅章工業振興担当課長
は「大田工連の様々な研修を活用し、自分をブ
ラッシュアップして格好良い社会人になってく
ださい」と声をかけた。
　講師は研修事業や人材派遣を手がけるアイン
グ株式会社の猪田美奈子氏、佐藤外美子氏が努
めた。午前は、自己紹介などオリエンテーショ
ンから始まり、社会人としての心構え、コミュ
ニケーションの重要性について講義。猪田講師
は、学生時代と社会人の違いなどを丁寧に解説
し、新入社員達は話に聞きいった。午後はビ
ジネスマナーの基本を学習。明るい挨拶や誠実
さを表すお辞儀の方法。話すときの表情コン
トロール、名刺の渡し方など、実技を交えて
指導した。

　研修に参加した極東精機製作所の遠藤愛果さ
んは「敬語の使い方など、間違って覚えていたこ
ともあり役に立った」と語った。三栄精機工業の
阿波一希さんは「ビジネスマナーを身につけるこ
とで自信が付き、仕事に役立つという話が印象的
だった。自分も今日の学習内容を今後の仕事に活
かしていきたい」と研修を振り返った。
　研修会の途中では、極東精機製作所の鈴木亮
介社長やタムラエジアの田村波音社長が見学に
訪れた。真摯な姿勢で研修に臨む自社の若手社
員を見て、柔らかな笑みを浮かべていた。

新入社員セミナー開催
未来のものづくりの主役を育成

広瀬会長古川課長

名刺の渡し方を伝授する猪田先生


